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大正時代の獅子舞（旧
西町・現在の本町四
丁目）。約100年前の
様子です。獅子舞は、
今も変わらず人々に
親しまれています↘

本町一丁目の獅子舞 本町一丁目青年会

野々市豊年野菜神輿保存会豊年野菜神輿（本町二丁目）

本町三丁目獅子舞保存会本町三丁目の獅子舞

粟田連合町会粟田の獅子舞

本町四丁目青年会本町四丁目の獅子舞

中林獅子舞保存会中林の獅子舞

７月１日に市指定民俗文化財に指定
　野々市では、古くから市内の５地区（本町１丁
目、３丁目、４丁目、粟田、中林地区）において、
秋まつりに獅子舞が行われています。市内の獅子
舞は、獅子の胴体に巨大な蚊帳を被せる「加賀の
大獅子」の特徴を持ち、獅子と演者が相対すると
いう芸態をとります。
　また、同じく秋まつりに本町地区を巡行する
野々市豊年野菜神

みこし
輿（本町２丁目）は、みこしを

野菜で装飾する全国的にも珍しいものです。
　これらの市内獅子舞と野菜神輿は、地域の民俗
芸能を今に伝える貴重な行事として、７月１日に
市指定民俗文化財に指定されました。

関連資料も市指定有形文化財に指定
　中林の獅子舞に関連
する歴史資料として、
「西村清太郎記

き こ う ひ
效碑」（中

林２丁目）が市指定有形
文化財となりました。
　西村清太郎は、明治か
ら大正時代に中林に武
道館を構え、多くの門下
生を輩出しました。その
武術は、現在の中林や粟田の獅子舞に大きな影響
を与えています。石碑は清太郎の遺徳をしのんで
門下生が建てたものです。このほか、中林地区で
かつて使われていた獅子舞の蚊帳、中林春日神社
旧蔵の祭礼幟

のぼりばた
旗も指定されました。

市指定民俗文化財に

今秋いよいよ開催の「いしかわ百万石文化祭2023」の魅力を届けます！

詰将棋にチャレンジ‼②
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浦野真彦『新版 ５手詰ハンドブックⅡ』浅川書房より

5 手詰！

市民みんなで創りあげよう  みんなのアート展～創る・描く・想う～　学びの杜ののいち  カレード

第１期 公募展
『みんなのアート展～創る・描く・想う～』
10月 14日㈯～22日㈰　入場無料
　市民などから募ったアート作品やパラアート
作品が会場内に所狭しと並びます。才能あふれ
る色とりどりの世界観を楽しみませんか。目玉
として登場する、市美術文化協会と明和特別支
援学校の児童生徒による巨大な共同制作アート
作品は必見です。

岸田劉生《籠椿》
1924年（大正13年）

油彩キャンパス・額  36.6× 45.0㎝

北大路魯山人《色絵椿文鉢》
1935-44年頃（昭和10年代）
陶器  口径36.7×高18.5㎝

尾形光琳《紅椿図団扇》
18世紀（江戸時代）

紙本着色・額  23.6× 23.3㎝

小林古径《椿》
1951年（昭和26年）

紙本着色・額  65.9× 45.5㎝

小倉遊亀《古九谷徳利と白椿》
1986年（昭和61年）

紙本金字着色・額  50.4× 42.4㎝

熊谷守一《春の日》
1966年（昭和41年）

油彩板・額  15.6× 22.5㎝

　毎年恒例の市美術展に、障害者の理解促進活動として実施する障害者作品展を加え、創作活動におけるダイ
バーシティをテーマに市民みんなのアート作品を展示します。制作者の自由な発想が生み出す多彩な作品が一
堂に会するアートの一大イベントです。広報野々市8月号（くらしの情報）で第１期公募展の作品を募集しま
すので、皆さん奮って応募してください。

第2期 特別企画展『椿、咲く』
11月２日㈭～26日㈰
一般/ 500円　学生/ 300円　中学生以下・障害者/無料
　なかなか目にすることがない貴重なアート作品を堪
能しませんか。「あいおいニッセイ同和損害保険」が所
蔵するツバキ絵の名作美術コレクションと金沢美術工
芸大学による花鳥画作品を展示します。
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いしかわ百万石文化祭
がやってくる！３

10.14［Sat］-11.26［Sun］

１つの作品を児童生徒みんなで制作中！




